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(54)【発明の名称】 電子内視鏡装置

(57)【要約】
【課題】  洗浄されていない電子スコープが用いられる
ことを回避することのできる電子内視鏡装置および内視
鏡洗浄装置を提供する。
【解決手段】  電子スコープを内視鏡洗浄装置を用いて
洗浄する際に、電子スコープの基端部のコネクタと、内
視鏡洗浄装置側の防水キャップ型コネクタとを接続した
状態で、電子スコープを洗浄槽内に設置する。所定の洗
浄処理の終了後、内視鏡洗浄装置から電子スコープに洗
浄済みであることを示す情報を送信する。電子スコープ
がプロセッサに接続された際、プロセッサ側のマイコン
は、電子スコープから、洗浄済みであるか否かの情報を
受け取り、洗浄されていない電子スコープが接続された
場合には警告する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  挿入部先端から照明光を照射し前記挿入
部先端に配置されたＣＣＤによって被写体像を撮像する
電子内視鏡装置用の電子スコープであって、該電子スコ
ープが洗浄済みであることを表す第１の信号を受信する
ための受信手段と、前記受信手段を介して前記第１の信
号が入力された場合に、前記電子スコープが洗浄済みで
あることを表す情報を記憶する記憶手段とを備えるこ
と、を特徴とする電子スコープ。
【請求項２】  前記電子スコープへの照明光の供給およ
び映像信号生成の機能を有するプロセッサと電気的に接
続するためのコネクタをさらに備え、前記第１の信号
は、前記コネクタを介して入力されること、を特徴とす
る請求項１に記載の電子スコープ。
【請求項３】  挿入部先端にＣＣＤが配置された電子ス
コープが着脱自在に装着され、装着された前記電子スコ
ープへ照明光の供給し、および前記電子スコープから入
力される信号に基づいて所定の映像信号を生成する電子
内視鏡装置用のプロセッサであって、
前記電子スコープから前記電子スコープが洗浄済みであ
るか否かを表す第２の信号を受信し、装着された前記電
子スコープが未洗浄であることを前記第２の信号が表す
場合に警告を行う警告手段を備えること、を特徴とする
プロセッサ。
【請求項４】  前記電子スコープが装着されたか否かを
検出する検出手段をさらに備え、
前記警告手段は、前記電子スコープが装着されたことが
検出された際に、前記電子スコープから前記第２の信号
を受信し、装着された前記電子スコープが未洗浄である
場合に警告を行うこと、を特徴とする請求項３に記載の
プロセッサ。
【請求項５】  前記電子スコープが装着された場合に、
前記電子スコープが未洗浄であることを示す第３の信号
を、前記電子スコープに対して出力する信号出力手段を
さらに備えること、を特徴とする請求項３または請求項
４に記載のプロセッサ。
【請求項６】  前記警告手段は、表示または警告音によ
って前記警告を行うことを特徴とする請求項３から請求
項５のいずれかに記載のプロセッサ。
【請求項７】  光源部と、
電子スコープから出力される画像信号に基づいて所定の
映像信号を生成する映像信号生成部と、を有するプロセ
ッサと、
前記プロセッサの光源部からの光を挿入部先端に導くた
めのライトガイドと、
前記挿入部先端に配置されたＣＣＤと、
前記ＣＣＤからの出力信号に基づいて前記画像信号を生
成する信号処理部と、を有する電子スコープとから成
り、前記電子スコープと前記プロセッサとが着脱自在に
構成された電子内視鏡装置であって、 *
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*前記電子スコープは、さらに、
該電子スコープが洗浄済みであることを表す第１の信号
を受信するための受信手段と、
前記受信手段を介して前記第１の信号が入力された場合
に、前記電子スコープが洗浄済みであることを表す情報
を記憶する記憶手段と、を備える一方、
前記プロセッサは、さらに、
装着された前記電子スコープから前記電子スコープが洗
浄済みであるか否かを表す第２の信号を受信し、前記電
子スコープが未洗浄であることを前記第２の信号が表す
場合に警告を行う警告手段を備えること、
を特徴とする電子内視鏡装置。
【請求項８】  前記プロセッサは、さらに、
前記電子スコープが装着されたか否かを検出する検出手
段を備え、
前記警告手段は、前記電子スコープが装着されたことが
検出された際に、前記電子スコープから前記第２の信号
を受信し、装着された前記電子スコープが未洗浄である
ことを前記第２の信号が表す場合に警告を行うこと、
を特徴とする請求項７に記載の電子内視鏡装置。
【請求項９】  前記プロセッサは、さらに、
前記電子スコープが装着された場合に、前記電子スコー
プが未洗浄であることを示す第３の信号を、前記電子ス
コープに対して出力する信号出力手段を備え、
前記電子スコープの前記記憶手段は、
前記信号出力手段から前記第３の信号を受信した場合
に、前記電子スコープが未洗浄となったことを表す情報
を記憶すること、
を特徴とする請求項７または請求項８に記載の電子内視
鏡装置。
【請求項１０】  前記警告手段は、表示または警告音に
よって前記警告を行うことを特徴とする請求項７から請
求項９のいずれかに記載の電子内視鏡装置。
【請求項１１】  洗浄槽に洗浄液を供給して前記洗浄槽
内に設置された内視鏡用のスコープを洗浄する内視鏡洗
浄装置であって、
前記スコープと電気的に接続するための接続手段と、
所定の洗浄処理が終了した場合に前記スコープが洗浄済
みであることを示す信号を前記接続手段を介して送信す
る制御手段と、
を備えることを特徴とする内視鏡洗浄装置。
【請求項１２】  前記接続手段は防水キャップ型のコネ
クタを備える、請求項１１に記載の内視鏡洗浄装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、電子内視鏡装置お
よび内視鏡洗浄装置に関し、詳細には電子スコープの洗
浄の有無の判断機能に関する。
【０００２】
【従来の技術】電子内視鏡装置は、一般に、体腔内等へ
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挿入される挿入部先端に配置されたＣＣＤによって被写
体像を撮像する電子スコープと、照明光の供給および映
像信号の生成などを行うプロセッサとから構成され、電
子スコープとプロセッサとは、それぞれに設けられたコ
ネクタを介して着脱可能に構成される。電子スコープの
ＣＣＤから読み出される画像信号は、電子スコープ内に
配設された信号ケーブルを介して伝送され、電子スコー
プの基端部及びプロセッサ内部で信号処理され、所定規
格の映像信号としてプロセッサからモニタ装置に出力さ
れる。
【０００３】図６に、従来技術による電子内視鏡装置２
１０の外観図を示す。図に示すように、電子スコープ２
０１は、その基端部２０１ｂがプロセッサ２０２の接続
部に接続され、電子スコープ２０１の先端部で撮像され
た被写体像がプロセッサ２０２に接続されたモニタ装置
２０３に表示される。プロセッサ２０２上の操作パネル
２０２ａや、プロセッサ２０２に接続されたキーボード
２０４を操作することによって、輝度・映像の調節、プ
ロセッサ２０２へのその他の指示の入力などを行うこと
ができる。
【０００４】図７に、プロセッサ２０２の外観図を示
す。電子スコープ２０１の基端部分と接続するための接
続部２０２ｃには、電気信号用のコネクタ２２１と、ラ
イトガイドコネクタ２２２が設けられている。なお、こ
れに対応して、電子スコープ２０１の基端部２０１ｂに
は、電気信号用のコネクタ２２１と接続するための電気
コネクタやライトガイド接続端部が形成されている。
【０００５】一方、電子内視鏡装置の電子スコープは、
電子スコープを介して病原菌等の感染を起こすことを防
ぐために、内視鏡検査や手術に１度使用される毎に、内
視鏡洗浄装置を用いて洗浄される。図８に、従来の内視
鏡洗浄装置２３０の外観図を示す。内視鏡洗浄装置２３
０は、洗浄槽２３１内に内視鏡用のスコープを設置し、
専用の洗浄液などを用いてスコープを自動的に洗浄する
ように構成されている。電子スコープ２０１を洗浄する
場合には、基端部２０１ｂのコネクタに、図９に示すよ
うな防水キャップ２２５を装着しておく。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】このように、内視鏡洗
浄装置を用いることによって、感染を防ぐことができる
訳であるが、電子スコープが洗浄済みであるか否かの管
理は、内視鏡の取扱者による適切な処理に委ねられるこ
とになる。したがって、洗浄されていないスコープがプ
ロセッサに接続されたとき、洗浄されていない旨を自動
的に警告をする電子内視鏡装置があれば、極めて有用で
ある。本発明はこのような事情に鑑みてなされたもので
あり、洗浄されていない電子スコープが用いられること
を回避することのできる電子内視鏡装置および内視鏡洗
浄装置を提供することを目的とする。
【０００７】
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【課題を解決するための手段】上記目的を達成するため
に、電子スコープに、該電子スコープが洗浄済みである
ことを表す第１の信号を受信するための受信手段と、受
信手段を介して第１の信号が入力された場合に、電子ス
コープが洗浄済みであることを表す情報を記憶する記憶
手段を設ける（請求項１）。この構成によって、電子ス
コープ自身に、洗浄済みであるか否かの情報を持たせる
ことができる。この情報を利用すれば、電子内視鏡装置
の取扱者が、電子スコープが洗浄済みであるか否かを管
理する必要がなくなる。
【０００８】電子スコープが、電子スコープへの照明光
の供給および映像信号生成の機能を有するプロセッサと
電気的に接続するためのコネクタを有する構成である場
合には、洗浄済みであることを表す第１の信号は、その
コネクタを介して入力される構成にすることができる
（請求項２）。
【０００９】上記目的を達成するために、電子内視鏡装
置用のプロセッサに、電子スコープから、電子スコープ
が洗浄済みであるか否かを表す第２の信号を受信し、装
着された電子スコープが未洗浄であることを第２の信号
が表す場合に警告を行う警告手段を付加する（請求項
３）。未洗浄の電子スコープが装着されている場合には
警告が行われるので、取扱者は、装着された電子スコー
プが未洗浄であることを知ることができる。
【００１０】ここで、プロセッサが、電子スコープが装
着されたか否かを検出する検出手段をさらに備える構成
であれば、警告手段は、電子スコープが装着されたこと
が検出された際に、電子スコープから第２の信号を受信
し、装着された電子スコープが未洗浄である場合に警告
を行うことができる（請求項４）。
【００１１】プロセッサは、電子スコープが装着された
場合に、電子スコープが未洗浄であることを示す第３の
信号を、電子スコープに対して出力する信号出力手段を
さらに備える構成であることが好ましい（請求項５）。
警告手段は、表示または警告音によって警告を行う構成
とすることができる（請求項６）。
【００１２】上記目的を達成するため、請求項７に記載
の発明は、電子スコープとプロセッサとが着脱自在に構
成された電子内視鏡装置であって、プロセッサは、光源
部と、電子スコープから出力される画像信号に基づいて
所定の映像信号を生成する映像信号生成部とを有し、電
子スコープは、プロセッサの光源部からの光を挿入部先
端に導くためのライトガイドと、挿入部先端に配置され
たＣＣＤと、ＣＣＤからの出力信号に基づいて画像信号
を生成する信号処理部とを有する。さらに、電子スコー
プは、該電子スコープが洗浄済みであることを表す第１
の信号を受信するための受信手段と、受信手段を介して
第１の信号が入力された場合に、電子スコープが洗浄済
みであることを表す情報を記憶する記憶手段とを備え
る。また、プロセッサは、さらに、装着された電子スコ



(4) 特開２００３－２３５７９３

10

20

30

40

50

5
ープから、電子スコープが洗浄済みであるか否かを表す
第２の信号を受信し、電子スコープが未洗浄であること
を第２の信号が表す場合に警告を行う警告手段を備え
る。
【００１３】ここで、プロセッサが、電子スコープが装
着されたか否かを検出する検出手段をさらに備える構成
であれば、警告手段は、電子スコープが装着されたこと
が検出された際に、電子スコープから第２の信号を受信
し、装着された電子スコープが未洗浄であることを第２
の信号が表す場合に警告を行うことができる（請求項
８）。
【００１４】プロセッサが、電子スコープが装着された
場合に、電子スコープが未洗浄であることを示す第３の
信号を、電子スコープに対して出力する信号出力手段を
さらに備え、電子スコープの記憶手段は、信号出力手段
から第３の信号を受信した場合に、電子スコープが未洗
浄となったことを表す情報を記憶する構成であることが
好ましい（請求項９）。警告手段は、表示または警告音
によって前記警告を行う構成とすることができる（請求
項１０）。
【００１５】上記目的を達成するため、請求項１１に記
載の発明は、洗浄槽に洗浄液を供給して洗浄槽内に設置
された内視鏡用のスコープを洗浄する内視鏡洗浄装置で
あって、スコープと電気的に接続するための接続手段
と、所定の洗浄処理が終了した場合に、スコープが洗浄
済みであることを示す信号を接続手段を介して送信する
制御手段とを備える。この内視鏡洗浄装置は、スコープ
と電気的に接続され、所定の洗浄処理が終了すると、ス
コープに、洗浄済みであることを示す信号を送信するの
で、スコープ自身に洗浄済みであるか否かを表す情報を
保持させることができる。
【００１６】接続手段は防水キャップ型のコネクタを備
えることが好ましい（請求項１２）。
【００１７】
【発明の実施の形態】以下図面を参照し、本発明の実施
形態としての、電子内視鏡装置１００（図１）、および
内視鏡洗浄装置１６０（図２）について説明する。後に
詳細に説明するように、電子内視鏡装置１００の電子ス
コープ１０（図１）を内視鏡洗浄装置１６０を用いて洗
浄する際には、電子スコープ１０の基端部のコネクタ
と、内視鏡洗浄装置１６０側の防水キャップ型コネクタ
１６２（図３）とを接続した状態で、電子スコープ１０
を洗浄槽１６１内に設置する。所定の洗浄処理の終了
後、内視鏡洗浄装置１６０から電子スコープ１０に洗浄
済みであることを示す情報が送信される。その後、電子
スコープ１０をプロセッサ５０に接続して用いる。も
し、電子スコープ１０が洗浄されていない状態でプロセ
ッサ５０（図１）に接続されると、プロセッサ１５０に
よって洗浄されていない電子スコープが接続されたこと
を示す警告表示が行われる。
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【００１８】始めに、図１を参照して電子内視鏡装置１
００の映像信号の生成に係わる動作についての説明を行
う。図１は、本発明の実施形態としての電子内視鏡装置
１００の制御系の全体構成を表すブロック図である。電
子内視鏡装置１００は、体腔内へ挿入される挿入部１０
ａ及び基端部１０ｂ他を有する電子スコープ１０と、電
子スコープ１０へ照明光の供給を行うと共に電子スコー
プ１０から得られる画像信号を処理して映像信号を生成
するプロセッサ５０とから成る。電子スコープ１０とプ
ロセッサ５０は、電子スコープ１０の基端部１０ｂおよ
びプロセッサ５０にそれぞれ設けられたコネクタを介し
て着脱可能に装着される。また、これらのコネクタを介
して双方の回路の電気的な接続も行われる。
【００１９】図１において、光源部４０からの照明光
は、電子スコープ１０内部に配設されているライトガイ
ド７を介して電子スコープ１０の挿入部１０ａの先端部
から被写体に向けて照射される。電子スコープ１０の挿
入部１０ａの先端に設けられた対物レンズ（不図示）に
よって形成される照明された被写体の光学像は、ＣＣＤ
（Charge Coupled Device）２の受光面上で受光されて
電荷として蓄積され、電気信号に変換される。なお、Ｃ
ＣＤ２は、一例としてインターライン方式のカラーＣＣ
Ｄであるものとする。
【００２０】ＣＣＤ２は、受光面で受けた光を電荷とし
て蓄積し、蓄積された光量に対応する電気信号、すなわ
ち被写体像に対応した撮像信号を出力する。ＣＣＤ２を
動作させるための電源電圧（ＶＤＤ）及びその他の駆動
信号等は、ＣＣＤ制御部９からＣＣＤ２に対して供給さ
れる。ＣＣＤ２からの出力信号は、ＣＣＤ制御部９にお
いて増幅、ガンマ補正などの所定の信号処理を施された
後、プロセッサ５０内の映像信号処理回路２０に入力さ
れる。
【００２１】プロセッサ５０において、ＣＣＤ制御部９
からの画像信号は、映像信号処理回路２０によって、Ｙ
（輝度）成分、Ｒ－Ｙ（赤－輝度）成分、及びＢ－Ｙ
（青－輝度）成分のデジタル信号に変換され、これら成
分のデータが、それぞれに対応した画像メモリであるＹ
メモリ２１、（Ｒ－Ｙ）メモリ２２、及び（Ｂ－Ｙ）メ
モリ２３に一旦格納される。
【００２２】マイコン３０は、タイミング回路３１が生
成するタイミング信号を用いて、電子スコープ１０側と
のデータ通信、画像メモリ２１－２３の制御、及び操作
パネルやキーボード（不図示）からの入力に基づく動作
を制御する。
【００２３】画像メモリ２１－２３に格納されたデータ
は、マイコン３０による制御の下、所定のタイミングで
読み出され、ビデオ処理回路２５に入力される。ビデオ
処理回路２５は、画像メモリ２１－２３から入力される
各成分の画像データを合成して、ＮＴＳＣ規格のコンポ
ジット映像信号２６、ＲＧＢセパレート信号２７等の映
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7
像信号を生成する。これらの映像信号はモニタ装置（不
図示）に送出される。電源部４５は、ＣＣＤ制御部９、
ＣＣＤ２等の電子スコープ１０側の各回路に電源電圧を
供給する。
【００２４】絞り調整回路４２は、映像信号処理回路２
０で生成された輝度成分の信号に基づいて、映像の輝度
レベルが所望のレベルとなる様に、絞り４１の開度を調
節する。
【００２５】電子スコープ１０の詳細なブロック図は、
図４に示されている。電子スコープ１０のＣＣＤ制御部
９において、ＤＳＰ（デジタルシグナルプロセッサ）６
５は、ＣＣＤ２にドライバＩＣ６１を介して駆動信号を
供給し、またＡ／Ｄ変換器６３によってデジタル信号に
変換されたＣＣＤ２からの画像信号に、ブランキング、
クランプ、ホワイトバランス、ガンマ補正などのカメラ
プロセス処理を施す機能を持つ。マイコン６７は、不揮
発性のメモリ６６に格納されたデータを用いてＤＳＰ６
５を制御することによって、ＣＣＤ２の色分光特性のば
らつきや、ライトガイド、各処理ＩＣのばらつきを調整
する機能を持つ。
【００２６】図２に、電子スコープ１０を洗浄するため
の内視鏡洗浄装置１６０の外観図を示す。電子スコープ
１０を洗浄する際には、電子スコープ１０の基端部１０
ｂに設けられているコネクタを、洗浄装置側の防水キャ
ップ型コネクタ１６２と接続した状態で、電子スコープ
１０を洗浄槽１６１内に設置する。図３に、防水キャッ
プ型コネクタ１６２の詳細な外観図を示す。防水キャッ
プ型コネクタ１６２には、電子スコープ１０と内視鏡洗
浄装置１６０とを電気的に接続するための複数の端子１
６２ｃが設けられている。これらの端子１６２ｃには、
信号ライン、および電子スコープ１０へ電源を供給する
ための電源ラインが含まれている。
【００２７】図４は、電子スコープ１０と内視鏡洗浄装
置１６０とを防水キャップ型コネクタ１６２及びスコー
プ側電気コネクタを介して接続した状態のブロック図で
ある。この時、防水キャップ型コネクタ１６２及びスコ
ープ側電気コネクタを介して内視鏡洗浄装置１６０から
電子スコープ１０に電源電圧を供給すると共に、電子ス
コープ１０内のマイコン６７と、内視鏡洗浄装置１６０
内の制御マイコン１６３とが通信できる状態になる。
【００２８】電子スコープ１０を洗浄槽１６１内に設置
して内視鏡洗浄装置の蓋が閉じられ洗浄処理が開始され
ると、制御マイコン１６３は、洗浄液タンク１６４内の
洗浄液を管路１６５を介して洗浄槽１６１に供給し、所
定の洗浄処理が実行されるように制御する。なお、内視
鏡洗浄装置１６０は、洗浄・消毒・すすぎ・乾燥を含む
所定の洗浄処理を行うための、内視鏡洗浄装置として一
般的に知られた構成を備えているものとする。制御マイ
コン１６３が、これらの所定の洗浄処理の工程を司る。
所定の洗浄処理が終了すると、制御マイコン１６３は、
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マイコン６７に、洗浄が終了したこと示す信号を送信す
る。その信号を受信して、マイコン６７は、洗浄済みで
あることを示す情報をメモリ６６に書き込む。
【００２９】図５は、電子スコープ１０をプロセッサ５
０に接続した際に実行される警告のための処理を表すフ
ローチャートである。この警告処理は、プロッセサ５０
内のマイコン３０による制御の下で実行される。例え
ば、電子スコープ１０およびプロセッサ５０の接続部分
を、電子スコープ１０がプロッセサ５０に接続された際
にマイコン３０に入力される信号のレベルが変化する構
成とすることによって、プロセッサ５０に電子スコープ
１０が接続されたか否かの検出が行われる（Ｓ１１）。
【００３０】電子スコープ１０が挿入されたことが検出
されると（Ｓ１１：ＹＥＳ）、電子スコープ１０側のマ
イコン６７と通信することによって、電子スコープ１０
が洗浄済みであるか否かを判断する（Ｓ１２）。このと
き、電子スコープ１０側のマイコン６７は、洗浄済みで
あるか否かの情報をメモリ６６から取得し、取得した情
報をプロセッサ側のマイコン３０に送信する。
【００３１】その結果、洗浄済みであると判定されると
（Ｓ１２：ＹＥＳ）、警告が行われることなく本処理を
終了すが、未洗浄であると判定されると（Ｓ１２：Ｎ
Ｏ）、モニタに警告を表示するための処理が行われる
（Ｓ１３）。このようにして、内視鏡の取扱者は、未洗
浄の電子スコープが接続された場合、そのことを知るこ
とができる。
【００３２】なお、図５には示していないが、電子スコ
ープ１０がプロセッサ５０に接続された際、電子スコー
プ１０が未洗浄となったことを示す情報を、プロセッサ
５０のマイコン１６３から電子スコープ１０のマイコン
６７に送信し、その情報を受けたマイコン６７は、メモ
リ６６の洗浄済みであるか否かの情報の内容を未洗浄で
ある情報に書き換える構成とすることが望ましい。この
ように構成することで、洗浄済みの電子スコープがプロ
セッサに接続されると、洗浄済みであるという情報は、
未洗浄であることを示す情報に書き換えられるので、そ
の電子スコープを使用後、誤って洗浄せずに再びプロセ
ッサに装着した際には、未洗浄であるとして警告するこ
とができる。
【００３３】以上説明した本発明の実施形態は一つの例
に過ぎず、様々な変形を行うことができる。例えば、内
視鏡洗浄装置から電子スコープに、所定の洗浄処理が終
了したことを通知する方式は、マイコンの通信機能を用
いた通信以外にも様々な通知方式があり得る。同様に、
電子スコープからプロセッサに、洗浄済みであるか否か
を通知する場合の伝達方式も、様々な方式があり得る。
また、洗浄済みか未洗浄であるかを電子スコープ内で保
持する際の形態も、様々な形式を取り得る。
【００３４】また、上述の実施形態は、カラーＣＣＤを
用いた場合の電子内視鏡装置に関するものであったが、
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本発明は、モノクロＣＣＤを用いた電子内視鏡装置な
ど、様々なタイプの内視鏡装置に適用することができ
る。
【００３５】
【発明の効果】以上説明したように、本発明によれば、
未洗浄の電子スコープがプロセッサに接続された際に警
告することができる。未洗浄の電子スコープが使用され
ることを内視鏡の取扱者に知らせ、未洗浄の電子スコー
プが使用される事態を未然に防ぐことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施形態としての電子内視鏡装置の制
御系の全体構成を表すブロック図である。
【図２】本発明の実施形態としての内視鏡洗浄装置の外
観図である。
【図３】図２の内視鏡洗浄装置の防水キャップ型コネク
タの詳細な外観図を示す。
【図４】図１の電子スコープと図２の内視鏡洗浄装置を
接続した状態のブロック図である。
【図５】電子スコープをプロッセサに接続した際に実行
される警告のための処理を表すフローチャートである。
【図６】従来技術の電子内視鏡装置の外観図である。 *
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*【図７】従来技術のプロセッサの外観図である。
【図８】従来の内視鏡洗浄装置の外観図である。
【図９】電子スコープを図８の内視鏡洗浄装置で洗浄す
る際に使用する防水キャップの外観図である。
【符号の説明】
２  ＣＣＤ
９  ＣＣＤ制御部
１０  電子スコープ
２０  映像信号処理回路
２５  ビデオ処理回路
３０  マイコン
４５  電源
５０  プロセッサ
６５  ＤＳＰ
６６  メモリ
６７  マイコン
１００  電子内視鏡装置
１６０  内視鏡洗浄装置
１６１  洗浄槽
１６２  防水キャップ型コネクタ
１６３  制御マイコン

【図１】 【図３】

【図７】 【図９】
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